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丹
波
篠
山
日
本
遺
産
め

ぐ
り
ツ
ア
ー

歴
史
美
術
館
☎
５
５
２
‐
０
６
０
１

「
丹
波
焼
」と「
王
地
山
焼
」を
め
ぐ
る

　

｢

日
本
遺
産
の
ま
ち｣

丹
波
篠
山
を
巡
る

ツ
ア
ー
で
す（
篠
山
市
日
本
遺
産
推
進
協

議
会
主
催
）。
新
た
な
篠
山
の
魅
力
を
再

発
見
。
現
地
で
の
特
別
ガ
イ
ド
と
、「
丹
波

焼
」「
王
地
山
焼
」を
体
験
で
き
ま
す
。

と　
き　
６
月
11
日（
日
）９
時
30
分
～
16

時
45
分

集
合
場
所　
篠
山
城
跡
三
の
丸
広
場
ま
た

は
Ｊ
Ｒ
篠
山
口
駅
東
口

コ
ー
ス　
丹
波
立
杭
登
窯�

↓

丹
波
古
陶

館

↓

王
地
山
陶
器
所

↓

王
地
山
稲
荷

定
員　
20
人（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料（
別
途
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

７
０
０
円
、
完
成
品
送
料
は
５
１
０
円
）

申
込
期
限　
６
月
４
日（
日
）

申
し
込
み　
右
記
ま
で
電
話

教
科
書
展
示
会

学
事
課
☎
５
５
２
‐
５
７
１
４

　
全
国
で
使
用
さ
れ
て
い
る
小
・
中
学
校

と
高
等
学
校
の
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

６
月
16
日（
金
）～
７
月
２
日

（
日
）10
時
～
18
時　
※
６
月
19
・
26
・
30

日
は
休
館
。

と
こ
ろ　
中
央
図
書
館

日
本
遺
産
認
定
記
念
講
演

青
山
歴
史
村
☎
５
５
２
‐
０
０
５
６

篠
山
城
大
書
院
復
元
に
つ
い
て

　
日
本
遺
産
認
定
記
念
講
演
シ
リ
ー
ズ
の

第
３
回
講
演
会
で
す
。
受
講
は
無
料
で
す

が
、
別
途
入
館
料
が
必
要
で
す
。

と　
き　
６
月
17
日（
土
）13
時
30
分
～
15

時と
こ
ろ　

丹
波
篠
山
デ
カ
ン
シ
ョ
館（
青

山
歴
史
村
内
）

講　

師　

今い
ま

井い

進す
す
むさ
ん（
元
篠
山
城
大
書

院
復
元
室
勤
務
、
現
篠
山
市
文
化
財
保
護

審
議
会
会
長
）

定　
員　
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
右
記
ま
で
電
話

青
少
年
健
全
育
成
研
修
会

篠
山
市
青
少
年
健
全
育
成
推
進
連
絡
協
議

会
事
務
局（
社
会
教
育
課
内
）☎
５
５
２
‐

５
７
６
９

　
子
ど
も
の
貧
困
を
テ
ー
マ
に
基
本
的
な

知
識
、
現
状
や
篠
山
で
の
取
り
組
み（
さ

さ
っ
こ
食
堂
）に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と　
き　
６
月
23
日（
金
）19
時
30
分
～
21

時

歴
史
美
術
館
企
画
展

歴
史
美
術
館
☎
５
５
２
‐
０
６
０
１

列れ
っ

侯こ
う

将し
ょ
う

星せ
い

の
一い

っ

張ち
ょ
う

羅ら

　
篠
山
藩
主
青
山
家
伝
来
の
装
束
や
大
礼

服
、
篠
山
出
身
の
将
官
が
身
に
着
け
た
軍

服
な
ど
、
篠
山
ゆ
か
り
の
人
々
が
身
に
ま

と
っ
た「
一
張
羅
」を
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
23
日（
火
）～
６
月
25
日

（
日
）

入
館
料　
大
人
３
０
０
円
、
大
学
・
高
校

生
２
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
０
０
円

※
30
人
以
上
で
団
体
割
引
。

※
県
内
の
小
・
中
学
生
は｢

コ
コ
ロ
ン
カ
ー

ド｣｢

の
び
の
び
パ
ス
ポ
ー
ト｣

の
提
示

で
入
館
無
料
。

※
歴
史
４
館
共
通
券（
大
人
６
０
０
円
、

大
学
・
高
校
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学

生
１
５
０
円
）が
お
得
で
す
。

古
し
ま
す
。
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

練
習
日　
第
１・３
木
曜
日（
原
則
）

練
習
場
所　
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

講　

師　

山や
ま

口ぐ
ち

耕こ
う

道ど
う

さ
ん（
大
蔵
流
狂
言

方
）

定　
員　
20
人（
先
着
順
）

参
加
費　
１
カ
月
１
０
０
０
円

申
し
込
み　

一
般
社
団
法
人�

ウ
イ
ズ
さ

さ
や
ま
ま
で
随
時

｢

親
子
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス

イ
ミ
ン
グ
！｣

受
講
親
子

中
央
公
民
館
☎
５
９
４
‐
１
１
８
０

　

親
子
で
楽
し
む
水
中
あ
そ
び（
３
回
講

座
）。
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
て
一
緒
に
、

ま
た
、
親
子
別
々
で
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
と
水

遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。

と　
き　
７
月
６
・
13
・
20
日（
木
）10
時

45
分
～
11
時
45
分

と
こ
ろ　
西
紀
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

対　
象　
市
内
在
住
の
１
歳
半
～
４
歳
の

子
ど
も（
１
人
）と
保
護
者（
１
人
）

定　
員　
20
組（
先
着
順
）

参
加
費　

３
回
講
座
で
５
０
０
円（
当
日

集
金
）

申
し
込
み　
右
記
ま
で
電
話

狩
猟
免
許
試
験
の
受
験
者

丹
波
農
林
振
興
事
務
所
森
林
課

☎
０
７
９
５
‐
７
３
‐
３
７
９
６

　
狩
猟
免
許
は
、
狩
猟
期
間
中
に
シ
カ
や

と
こ
ろ　
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み　
６
月
20
日（
火
）ま
で
に
右
記

ま
で
電
話

「
企
業
紹
介
コ
ー
ナ
ー

（
常
設
）」の
出
展
事
業
所

創
造
都
市
課
企
業
振
興
室

☎
５
５
２
‐
５
７
９
６

　
市
内
企
業
の
魅
力
を
紹
介
し
、
若
者
の

定
住
促
進
や
Ｕ･

Ｉ･

Ｊ
タ
ー
ン
を
促
す
た

め
設
置
し
て
い
ま
す
。

出
展
期
間　
７
月
26
日（
水
）か
ら
１
年
間

と
こ
ろ　
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

出
展
資
格　
人
材
確
保
を
目
的
に
出
展
す

る
製
造
業
を
営
む
事
業
所
で
、
市
内
に
本

社
ま
た
は
工
場
な
ど
を
有
し
、
家
族
以
外

の
従
業
員
を
常
に
４
人
以
上
雇
用
し
て
い

る
事
業
所

出
展
料　
無
料（
出
展
経
費
は
自
己
負
担
）

募
集
事
業
所
数　
７
社（
先
着
順
）

申
込
期
限　
６
月
15
日（
木
）

申
し
込
み　

申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
）を
提
出

「
篠
山
子
ど
も
狂
言
」の

参
加
者

文
化
財
課
☎
５
５
２
‐
５
７
９
２
／
一
般

社
団
法
人
ウ
イ
ズ
さ
さ
や
ま
☎
５
５
２
‐

７
３
７
３

　
来
年
1
月
の
披
露
公
演
を
目
指
し
て
稽

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
狩
猟
鳥
獣
を
捕
獲
す
る

た
め
に
必
要
な
資
格
で
す
。
ま
た
、
県
や

市
の
許
可
を
受
け
て
実
施
す
る
捕
獲
に
も

必
要
で
す
。
兵
庫
県
の
主
催
で
、
次
の
日

程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　
【
１
回
目
】７
月
22
日

（
土
）＝
姫
路
、
７
月
29
日（
土
）＝
養
父
・

洲
本
、
８
月
28
日（
月
）＝
神
戸　
※
７
月

29
日
は
、
わ
な
猟
試
験
の
み
。

【
２
回
目
】９
月
６
日（
水
）＝
姫
路
、
９
月

16
日（
土
）＝
神
戸
、
９
月
30
日（
土
）＝
三

田　
※
今
年
度
か
ら
三
田
で
も
実
施
。

申
込
期
間　
【
１
回
目
】６
月
５
日（
月
）～

23
日（
金
）、【
２
回
目
】７
月
24
日（
月
）～

８
月
10
日（
木
）

※
試
験
前
に
、
初
心
者
講
習
会
が
実
施
さ

れ
ま
す（
有
料
）。
詳
し
く
は
、
一
般
社

団
法
人
兵
庫
県
猟
友
会（
☎
０
７
８
‐

３
６
１
‐
８
１
２
７
）ま
で
。

「
農
作
業
安
全
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」の
作
品

農
都
政
策
課
☎
５
５
２
‐
６
５
８
０

　

｢

一
人
一
人
の
安
全
意
識
と
周
囲
か
ら

の『
声
か
け
』か
ら
始
ま
る
農
作
業
の
事
故

防
止｣

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
絵
画
・
イ

ラ
ス
ト
・
Ｃ
Ｇ
・
写
真
な
ど
で
作
成
さ
れ

た
平
面
作
品（
Ａ
４
サ
イ
ズ
・
縦
）を
募
集

し
ま
す
。

応
募
期
限　
６
月
30
日（
金
）

※
詳
し
く
は
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

催
し

募
集

病院、老人保健施設、居宅サービス
センターによる、切れ目のない医療・
介護を実践します。
兵庫医科大学　
ささやま医療センター（079-552-1181）
ささやま老人保健施設（079-552-6840）
ささやま居宅サービスセンター
（看護：079-555-6155　介護：079-555-6166）

ささやま医療センター
老人保健施設

居宅サービスセンター
→篠山市で初の試みである、定期巡回・
　 随時対応型訪問介護看護サービス

広 告
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街
か
ど

リ
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▲
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・
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特
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2 

▲

3

６
月
１
日
は｢

善
意
の
日｣

福
祉
総
務
課
☎
５
５
２
‐
７
１
０
１

　

兵
庫
県
で
は
、
６
月
１
日
を「
善
意
の

日
」と
定
め
、
善
意
の
輪
を
広
げ
る
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。
困
っ
て
い
る
方
へ
の

声
か
け
や
善
意
の
清
掃
活
動
な
ど
、
一
人

一
人
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
篠
山
市
で
は
、
心
あ
た
た
ま
る
善
意
に

対
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
顕
彰
す
る
善
行

者
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
お
越

し
く
だ
さ
い
。

と　
き　
６
月
１
日（
木
）10
時
～

と
こ
ろ　
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー

に
な
り
ま
せ
ん
か
？

丹
波
健
康
福
祉
事
務
所
食
品
薬
務
衛
生
課

☎
０
７
９
５
‐
７
３
‐
３
７
７
０

献
血
併
行
型
骨
髄
等
ド
ナ
ー
登
録
会

　
白
血
病
な
ど
の
難
治
性
血
液
疾
患
に
苦

し
む
人
に
救
い
の
手
を
！　

１
人
で
も
多

く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き･

と
こ
ろ

○
６
月
２
日（
金
）14
時
30
分
～
16
時
＝

兵
庫
医
科
大
学
さ
さ
や
ま
医
療
セ
ン

タ
ー

○
６
月
12
日（
月
）10
時
～
16
時
＝
篠
山
市

役
所

地
域
を
自
ら
守
る
手
段
の
一
貫
と
し
て
、

た
め
池
の
事
前
放
流
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
事
前
放
流
す
る
こ
と
で
、
た
め
池
の
貯

水
位
を
下
げ
て
洪
水
の
一
時
貯
留
容
量
を

確
保
し
ま
す
。
下
流
水
路
が
溢
れ
、
農

地
や
家
屋
な
ど
が
浸
水
す
る
リ
ス
ク
を
低

減
で
き
る
こ
と
と
併
せ
、
た
め
池
本
体
の

災
害
も
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
満
水
位
か
ら
50
～
１
０
０
㌢
下
げ
る

だ
け
で
も
有
効
で
す
。

平
成
29
年
春
の
叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秘
書
課
☎
５
５
２
‐
５
１
０
９

　
長
年
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
そ
の
進
展
に

尽
く
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
５
人
の
方
が

叙
勲
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章　

地
方
自
治
功
労（
元
篠
山

市
議
会
議
員
）　
市い

ち

野の

忠た
だ

志し

さ
ん（
今
田
町

上
立
杭
）

瑞
宝
小
綬
賞　

関
税
行
政
事
務
功
労（
元

神
戸
税
関
業
務
部
長
）　

堀ほ
り

毛け

貞て
い

一い
ち

さ
ん

（
池
上
）

瑞
宝
双
光
章　

教
育
功
労（
元
公
立
小
学

校
長
）　
小こ

山や
ま

敏さ
と
しさ
ん（
東
岡
屋
）

瑞
宝
双
光
章　

文
部
行
政
事
務
功
労（
元

神
戸
大
学
医
学
部
事
務
部
次
長
）　

本ほ
ん

田だ

信し
ん

一い
ち

さ
ん（
住
吉
台
）

瑞
宝
単
光
章　

伝
統
工
芸
業
務
功
労（
陶

磁
器（
丹
波
立
杭
焼
）製
造
業
従
事
者
）　

清し

水み
ず

俊と
し

彦ひ
こ

さ
ん（
今
田
町
上
立
杭
）

対　
象　
18
～
54
歳
の
健
康
な
方

ゆ
と
り
あ
る
学
校
生
活

に
ご
協
力
だ
さ
い

学
校
教
育
課
☎
５
５
２
‐
５
６
５
３

　

児
童･

生
徒
の
ゆ
と
り
あ
る
生
活
の
確

保
と
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
ス
ポ
ー
ツ

障
害
な
ど
の
防
止
、
ま
た
、
教
職
員
の

児
童･

生
徒
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
と

ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス（
仕
事
と
生

活
の
調
和
）の
実
現
を
図
る
た
め
、
県
内

全
域
で「
ノ
ー
部
活
デ
ー
」や「
教
職
員
定

時
退
勤
日
」を
設
定
し
て
い
ま
す
。

○
市
内
全
学
校
の
教
職
員
定
時
退
勤
日

＝
週
１
回
以
上

○
市
内
中
学
校
の
ノ
ー
部
活
デ
ー
＝
平

日
週
１
回
以
上
、
休
日
月
２
回
以
上

※
実
施
日
は
、
各
学
校
で
設
定
。

ウ
ッ
キ
ー
カ
ー
ド
の　
　
　

ポ
イ
ン
ト
発
行
終
了
し
ま
す

丹
波
さ
さ
や
ま
カ
ー
ド
会
事
務
局（
篠
山

市
商
工
会
内
）☎
５
５
２
‐
０
７
５
８

　

丹
波
さ
さ
や
ま
カ
ー
ド
会
が
発
行
し

て
い
ま
す「
ウ
ッ
キ
ー
カ
ー
ド
」の
ポ
イ
ン

ト
発
行
を
６
月
30
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま

す
。

　

な
お
、
換
金
は
平
成

30
年
12
月
31
日
ま
で
。

詳
し
く
は
右
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６
月
１
～
７
日
は　
　

　
「
第
59
回
水
道
週
間
」

経
営
企
画
課
☎
５
５
２
‐
５
０
９
４

「
あ
た
り
ま
え　

そ
ん
な
み
ず
こ
そ　

た

か
ら
も
の
」

　

期
間
中
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民

ホ
ー
ル
で
、
水
道
水
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展

示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
漏

水
通
報
を
お
願
い
し
ま
す

上
水
道
課
☎
５
５
２
‐
５
０
９
３（
休
日･

夜
間
連
絡
先
☎
５
５
２
‐
０
２
４
１
）

　
漏
水
調
査
や
配
水
流
量
の
監
視
に
よ
り

漏
水
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
か
ら
の
通
報
が
早
期
修
繕
に
つ
な

が
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
発
見

時
の
連
絡
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
晴
れ
た
日
で
も
地
面
が
ぬ
れ
て
い
る
。

②
い
つ
も
は
水
が
な
い
水
路
に
水
が
流
れ

て
い
る
。

③
最
近
、
家
の
水
道
水
の
出
方
が
弱
く

な
っ
た
。

権
相
談（
25
ペ
ー
ジ
の
相
談
行
事
に
日
程

を
掲
載
）へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

不
動
産
無
料
相
談
会

篠
山
暮
ら
し
案
内
所（
篠
山
市
民
セ
ン

タ
ー
内
）☎
５
５
２
‐
４
１
４
１

　

空
き
家
を
誰
か
に
貸
し
た
い･

売
り
た

い
、
有
効
活
用
を
考
え
て
い
る
方
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

と　
き　
６
月
17
日（
土
）13
時
～
16
時

と
こ
ろ　
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

児
童
手
当
現
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い

福
祉
総
務
課
☎
５
５
２
‐
７
１
０
１

　

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

６
月
に「
児
童
手
当
現
況
届
」の
提
出
が
必

要
で
す
。
こ
の
現
況
届
は
、
児
童
手
当
を

引
き
続
き
受
給
で
き
る
要
件
を
満
た
し
て

い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

提
出
が
な
い
と
、
６
月
以
降
の
手
当
が
受

給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
提
出
が
必
要
な

方
に
は
、
５
月
末
に
現
況
届
の
書
類
を
送

付
し
ま
す
。

梅
雨
時
期
に
は
た
め
池
の
事

前
放
流
を
お
願
い
し
ま
す

農
都
環
境
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
７

　
近
年
で
は
、
梅
雨
時
期
の
豪
雨
に
よ
り

農
地
や
農
業
用
施
設
、
ま
た
河
川
な
ど
が

被
災
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
災
害
か
ら

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」強
化
週
間

相
談
電
話
☎ 

０ 

１ 

２ 

０ 

‐ 

０ 

０ 

７ 

‐

１
１
０（
全
国
共
通
・
無
料
）

　
い
じ
め･

体
罰･

児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど

も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
電
話

相
談
で
す
。

相
談
日
時　
６
月
26
日（
月
）～
７
月
２
日

（
日
）８
時
30
分
～
19
時　
※
た
だ
し
、土・

日
曜
日
は
10
時
～
17
時
。

担
当
者　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

※
相
談
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
神
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課
☎
０
７
８
‐
３
９
２
‐
１
８
２
１

人
権
擁
護
委
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た

神
戸
地
方
法
務
局
柏
原
支
局

☎
０
７
９
５
‐
７
２
‐
０
１
７
６

　

４
月
１
日
付
け
で
西に

し

田だ

由ゆ

美み

子こ

さ
ん
が

前
回
に
引
き
続
き
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁

護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
基
本
的
人
権
を

擁
護
す
る
た
め
、
啓
発
活
動
や
人
権
相
談

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
権
問
題（
差

別
、
う
わ
さ
、
い
じ
め
な
ど
）、
家
庭
不

和
、
近
隣

と
の
も
め

事
な
ど
で

お
悩
み
の

方
は
、
人

上
水
道

お
知
ら
せ

Mランド丹波ささ山校 篠山自動車
教習所

☎079-552-0815☎079-552-0815（ ）http://www.sasayama-ds.comhttp://www.sasayama-ds.com

サイクルフェスタ２０１７ 開催決定!!
★6月3日（土）　自   転   車   教  室　10：00～
★6月4日（日）　ライディングスクール　10：00～

お申込み・
お問い合わせは

←←

広 告

パック旅行から個人旅行まで、ラインアップいっぱい

㈲丹波旅行センター
〒669-2345　篠山市東岡屋 49-1（西町信号前）
Tel.079-552-2247 Fax.552-4095計画、ご予約はお早めに！ 定休日は土・日・祝日

●海外旅行 ●国内旅行
●JR券・航空券 OK！

旅コーディネーター
JT
B 日
本旅行 Knt！

JT
B 日
本旅行 Knt！

広 告
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ョ
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26 

▲

31

特
集

2 

▲

3

地
域
の
緑
化
活
動
支
援

地
域
計
画
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
８

県
民
ま
ち
な
み
緑
化
事
業

　
兵
庫
県
で
は
、
環
境
の
改
善
や
、
防
災

性
の
向
上
な
ど
を
目
的
と
し
た
緑
化
活
動

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

助
成
内
容　
公
園･

広
場･
校
園
庭･

河
川

沿
い
な
ど
の
樹
木
の
植
栽
や
芝
生
化
に
必

要
な
緑
化
資
材･

施
工
費
の
補
助

対　
象　
自
治
会･

婦
人
会･

老
人
会･
Ｐ

Ｔ
Ａ･

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
、
年
間
を
通
し

て
地
域
を
基
盤
に
活
動
す
る
団
体
。

申
込
期
限　
11
月
30
日（
木
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
丹
波
土
木
事
務
所

ま
ち
づ
く
り
建
築
課（
☎
０
７
９
５
‐

７
３
‐
３
８
６
２
）ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

地
域
の
歴
史
文
化
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金

文
化
財
課
☎
５
５
２
‐
５
７
９
２

　
市
内
各
地
域
の
歴
史
文
化
を
後
世
に
伝

え
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
や
、
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
す
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
に

助
成
し
ま
す
。

対　
象　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
の
地

域
団
体

募　
集　
８
団
体
程
度

し
ま
す
。

市
内
産
の
食
器
購
入
経
費
を

補
助（
飲
食
店･

宿
泊
施
設
）

創
造
都
市
課
☎
５
５
２
‐
５
１
０
６

食
と
器
の
出
逢
い
事
業
補
助
金

　
丹
波
焼
な
ど
市
内
産
の
食
器（
篠
山
ら

し
さ
が
感
じ
ら
れ
、
主
と
し
て
化
学
製
品

を
用
い
て
い
な
い
も
の
）を
、
市
内
の
飲

食
店
や
宿
泊
施
設
が
購
入
す
る
際
の
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象　
市
内
で
飲
食
店
ま
た
は
宿
泊

施
設
を
営
む
事
業
者
ま
た
は
営
も
う
と
す

る
者

補
助
対
象
経
費　
市
内
産
の
飲
食
提
供
用

（
皿
、
わ
ん
な
ど
、
食
事
に
使
用
す
る
も

の
で
、
調
理･

保
存･

観
賞
用
の
も
の
は
除

く
）の
食
器
類
の
購
入
に
必
要
な
経
費（
１

店
に
つ
き
１
回
限
り
）

補
助
金
額　
購
入
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
10
万
円
）

受
付
開
始　
６
月
1
日（
木
）〜　
※
予
算

の
範
囲
内
で
先
着
順
。

※
申
請
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

助
成
額　
１
団
体
に
つ
き
20
万
円
ま
で

申
請
期
限　
６
月
30
日（
金
）

※
申
請
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

空
き
家
の
改
修
助
成

兵
庫
県
住
宅
政
策
課
☎
０
７
８
‐
３
４
１

‐
７
７
１
１（
内
線
４
６
４
１
）／
創
造
都

市
課
☎
５
５
２
‐
５
１
０
６

　
一
戸
建
て
の
空
き
家
を
、
住
宅
や
事
業

所･

地
域
交
流
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
場

合
、改
修
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対　
象　
空
き
家
期
間
が
６
カ
月
以
上
の

一
戸
建
て
住
宅

補
助
額　

○
住
宅･

事
業
所
型
＝
改
修
費
の
３
分
の

１（
上
限
１
０
０
万
円
）、
移
転
費
上
限

10
万
円

○
住
宅
型（
若
年･
子
育
て
世
帯
の
場

合
）＝
改
修
費
の
２
分
の
１（
上
限

１
５
０
万
円
）、
移
転
費
上
限
10
万
円

○
地
域
交
流
拠
点
型
＝
改
修
費
の
２
分
の

１（
上
限
５
０
０
万
円
）、
移
転
費
な
し

※
対
象
経
費
額
に
応
じ
て
補
助
限
度
額
が

あ
り
ま
す
。

※
市
の
随
伴
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
。

募
集
期
限　
11
月
30
日（
木
）（
先
着
順
）

路
線
バ
ス
な
ど
の
乗
車

券
購
入
費
用
の
助
成

創
造
都
市
課
☎
５
５
２
‐
５
１
０
６

　

市
内
在
住
の
方
は
、
購
入
時
に
１
人

平成29年4月末現在（前月比）

人　口� 42,395人� （－48人）
　女� 22,035人� （－31人）
　男� 20,360人� （－17人）
世帯数�� 17,161世帯� （＋17世帯）

２
０
０
０
円（
子
ど
も
や
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
１
０
０
０
円
）

を
助
成
し
ま
す
。

申
請（
購
入
）場
所

○
神
姫
グ
リ
ー
ン
バ
ス
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車

券
＝
市
民
課
総
合
窓
口
、
各
支
所　
※

子
ど
も
・
障
が
い
者
の
み
篠
山
営
業
所

（
糯
ヶ
坪
）。

○
京
阪
京
都
交
通
バ
ス
カ
ー
ド
＝
城
東
支

所
、
多
紀
支
所

○
日
本
交
通
火
打
岩
線
乗
合
タ
ク
シ
ー
回

数
券
＝
篠
山
営
業
所（
立
町
）、
篠
山
口

営
業
所（
大
沢
）

※
申
請
は
１
人
に
つ
き
年
間
１
回
限
り
。

申
請
時
に
は
印

鑑
と
身
分
証
明

書
を
持
参
く
だ

さ
い
。

自
転
車
保
険
加
入
交
付
金

学
事
課
☎
５
５
２
‐
５
７
１
４

　
通
学
な
ど
で
自
転
車
を
利
用
す
る
頻
度

の
高
い
中
学
生
が
い
る
世
帯
に
対
し
て
、

1
世
帯
当
た
り
１
０
０
０
円
を
上
限
に
自

転
車
保
険
加
入
金
の一部
を
交
付
し
ま
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
立
中
学
校
に
在
籍
さ
れ
て
い
る
場
合
は

学
校
を
通
じ
て
、
私
立
中
学
校
に
在
籍
さ

れ
て
い
る
場
合
は
郵
送
に
て
書
類
を
送
付

環境・衛生
・休日のごみの持ち込み
清掃センター☎596-0844
と　き　6月11日（日）
� 9:00 ～ 11:45、
� 13:00 ～ 16:00
ところ　清掃センター
・粗大ごみの戸別収集
市民衛生課☎552-6253
収集日　6月14日（水）
手数料　1,100円
※6月12日（月）までに市民衛生課、
各支所まで申し込み。

・資源ごみの拠点回収
市民衛生課☎552-6253
と　き　6月14日（水）
� 7:00 ～ 10:00
ところ　市役所第2庁舎前、各支所前、
清掃センター
※清掃センターのみ受け付けは8:30
～ 10:00。詳しくは｢ごみ分別カレ
ンダー｣をご覧ください。

証明書の発行など
市民課☎552-5242
・日曜窓口（毎月最終日曜日）
と　き� 6月25日（日）
� 8:30 ～ 12:00
・時間外延長窓口
と　き� 毎週火曜日（開庁日のみ）
� 17:15 ～ 19:00

助
成
金

消費生活情報
消費生活センター☎ 552-1186

注意！架空請求が急増しています
　消費生活センターに、ハガキや携帯電話による架空請求
の相談が急増しています。
　請求は、実在する会社名を使う場合があり、まず、消費
者に過去に利用した業者への未払いがあると思わせ、「至急
連絡ください」「本日中に連絡なき場合、訴訟手続きに移行
します」「給与、不動産物の差し押さえ」などと脅して不安
にさせます。そして、電話をかけてきた消費者にその日の
うちにお金を支払うよう求めます(心当たりがないと反論
する消費者に対しては言葉巧みに説き伏せます)。
　お金を支払うことを承諾した消費者には、支払い手段と
してプリペイドカードや通販サイトで使用できるギフト券
を購入させ、番号を連絡させるよう指示します。
　これらはすべて詐欺です。決して相手に連絡せず、支払
わずに無視してください。

　不安を感じたり対処に困ったりした場合には、消費
生活センターに相談してください。

クマに注意！
　6～ 8月はクマが交尾期をむかえ、行動
圏を広げます。森へ入るときは音の出るも
の（鈴やラジオ）を持って行きましょう。
　クマの出没情報は、ささやまデカンショ
防災ネットで携帯電話などにメールでお知
らせしています。
（登録方法はsasayama@bosai.netに 空
メールを送信）
�����問い合わせ　農都環境課☎552-1117

まちを山の芋グリーンカーテンでいっぱいに！
　市では夏の手軽な地球温暖化対策として「山の芋グリーン
カーテン」の普及に取り組んでいます。
　4月下旬、市内の希望者や学校園、また市民や観光客へ
のPR効果を期待して育成にご協力いただく商店街沿いの自
治会（乾新町、西町、魚屋町、上･下二階町）へ、山の芋グリ
ーンカーテン用の種芋を配布しました。5月2日には篠山東
雲高校による育て方講習会も開催し、30人が参加しました。
　植え付けた種芋は夏に葉が日光を遮り、うまく育てば10
月下旬に山の芋が収穫できます。温暖化対策はもちろんで
すが、電気代の節約や山の芋収穫の楽しみがあり、また育
成が市内に広がること
で「環境に優しいまち」
「特産物山の芋」のPR
にもつながる取り組み
です。
　来年はあなたも育て
てみませんか。

ささやまエコ日記
わたしたちの地球のために

農都環境課
☎552ｰ1117


